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公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会

〈右下〉第 43 回全国老人クラブ大会
〈左下〉女性リーダーセミナー



　

会
員
皆
様
方
に
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
ご
精
励
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
は
、
東
日
本
大
震
災
で
多

く
の
会
員
を
失
い
ま
し
た
。

全
国
の
会
員
皆
様
方
の
心
温

ま
る
ご
支
援
を
頂
き
、
笑
顔

と
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
震
災
か
ら
、
四
度

目
の
新
年
を
迎
え
、
復
興
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
ま
ま
、

厳
し
く
寒
い
正
月
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
こ
そ
最
良
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
老
連
の
年
度
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
宮
城
県
及
び

県
社
会
福
祉
協
議
会
等
関
係

機
関
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
、
会
員
皆
様
方
が
日
頃

か
ら
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
三
大
運
動
を
基
本
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
、
友
愛
訪
問
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

等
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ

と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
に

住
む
仲
間
と
共
に
健
康
で
生

き
甲
斐
を
持
ち
、
充
実
し
た

生
活
が
で
き
る
明
る
く
活
力

の
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
、

社
会
に
役
立
つ
活
動
こ
そ
期

待
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

割
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
高
齢
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
医
療
・
介
護
・

認
知
症
な
ど
予
防
の
重
要
性

が
増
し
、
特
に
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活

動
・
支
援
活
動
等
に
十
分
な

配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
今
日
、
我
が

国
の
高
齢
者
人
口
は
三
千
万

人
を
超
え
、
今
後
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
一
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
全
老

連
で
は
会
員
増
強
の
た
め
、

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
五
ヶ

年
計
画
で
「
百
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
指
針
を
ま
と
め
、

全
国
で
一
斉
に
運
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
老
連

に
お
い
て
も
全
老
連
や
全
国

の
仲
間
達
と
歩
み
を
共
に
し
、

五
ヶ
年
計
画
で
会
員
増
強
運

動
に
取
り
組
み
、「
一
万
人
増
」

を
目
標
に
活
動
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
運
動
の
特
徴
は
、

「
勧
誘
か
ら
始
め
」、「
ク
ラ
ブ

を
Ｐ
Ｒ
し
」、「
ク
ラ
ブ
を
作

る
」
の
三
つ
の
共
通
実
施
運

動
に
あ
り
、
加
え
て
全
国
で

成
功
し
た
会
員
増
強
の
事
例

等
を
数
多
く
取
り
上
げ
て
い

る
点
で
す
。

　

新
年
度
は
、若
手
リ
ー
ダ
ー

や
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が

よ
り
一
層
重
要
で
あ
り
ま
す
。

若
手
高
齢
者
・
女
性
会
員
の

創
造
機
能
を
活
か
し
、
こ
れ

を
積
極
的
に
運
動
に
取
り
入

れ
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
「
全
国
三
大
運
動
」、「
百
万

人
増
強
運
動
」
を
基
本
に
、

会
員
皆
様
方
に
は
、
健
康
に

留
意
さ
れ
楽
し
い
老
人
ク
ラ

ブ
づ
く
り
に
、
ご
活
躍
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
員
皆
様
方
の
、
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 

平
成
26
年
度
の
行
事
予
定

１　

県
内
の
行
事
予
定

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成　

　

講
座

　

厚
生
労
働
省
が
全
国
に
展
開

し
て
い
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
地
域

住
民
が
認
知
症
に
つ
い
て
学

び
、
身
近
に
い
る
認
知
症
の
人

や
家
族
の
良
き
理
解
者
と
な
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

【
２
月
５
日
】
栗
原
市

　
　
　
　
　

一
迫
地
区
老
連

【
２
月
６
日
】
角
田
市
老
連

【
２
月
10
日
】
色
麻
町
老
連

【
２
月
10
日
】
加
美
町
老
連

【
２
月
13
日
】
柴
田
町
老
連

【
２
月
17
日
】
村
田
町
老
連

【
２
月
20
日
】
石
巻
市

　
　
　
　
　
　

桃
生
支
部
老
連

【
２
月
20
日
】
東
松
島
市
老
連

【
２
月
23
日
】
蔵
王
町
老
連

【
２
月
24
日
】
七
ヶ
浜
町
老
連
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

公
益
財
団
法
人　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

武
山　
　

萬



　

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

県
民
の
皆
様
の
御
健
康
と
御

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
県
出
身
の
羽

生
結
弦
さ
ん
が
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
男
子
シ
ン
グ
ル
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
、
県
内
の
み

な
ら
ず
、
日
本
全
国
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
本

県
被
災
地
を
御
訪
問
い
た
だ

き
、
私
た
ち
県
民
一
同
、
大

き
な
励
ま
し
を
受
け
ま
し
た
。

県
内
で
は
復
興
の
槌つ

ち

音
が
聞

こ
え
、
各
地
で
、
災
害
公
営

住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
る
と

と
も
に
、
震
災
で
休
止
し
て

い
た
事
業
が
再
開
さ
れ
る
な

ど
、
復
興
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
県
内
外
の
多
く
の

方
々
か
ら
の
御
支
援
と
、
県

民
の
皆
様
の
御
尽
力
の
た
ま

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、「
宮
城
県

震
災
復
興
計
画
（
平
成
23
年

10
月
策
定
）」
で
定
め
た
10

年
間
の
道
筋
の
う
ち
、
再
生

に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
「
再
生
期

（
４
年
間
）」
の
最
初
の
年
で

し
た
。
県
で
は
全
力
で
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

掲
げ
た
将
来
像
を
見
据
え
て
、

本
県
が
発
展
し
て
い
く
た
め

の
様
々
な
種
を
ま
き
、
そ
れ

が
各
地
で
芽
吹
く
よ
う
、
仙

台
空
港
の
民
営
化
や
医
学
部

の
県
内
新
設
、
広
域
防
災
拠

点
の
整
備
な
ど
新
た
な
取
組

に
も
挑
戦
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
年
は
、「
再
生
期
」
の
２

年
目
に
な
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
に
引
き
続
き
、「
迅
速
な
震

災
復
興
」、「
産
業
経
済
の
安

定
的
な
成
長
」、「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
宮
城
」、「
美
し
く

安
全
な
県
土
の
形
成
」
を
政

策
推
進
の
基
本
と
し
て
、
復

旧
・
復
興
を
最
優
先
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、「
創
造
的
な

復
興
」
に
向
け
た
様
々
な
取

組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
尊
厳
に
満
ち
た
そ
の
人
ら

し
い
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
医
療
、

介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目

な
く
提
供
さ
れ
る
、
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
の
構
築
が
重
要

で
あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
は

専
門
職
だ
け
で
な
く
地
域
全

て
の
住
民
の
関
わ
り
に
よ
っ

て
実
現
で
き
る
も
の
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様

が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す

地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
は
、

県
が
目
指
す
「
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
の
構
築
」
を
推
進
す

る
上
で
、
大
変
、
意
義
深
い

も
の
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
活

発
な
取
組
を
御
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
本
県

が
「
創
造
的
な
復
興
」
を
成

し
遂
げ
、
経
済
成
長
と
豊
か

さ
の
中
で
、「
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か
っ
た
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
県
民

の
皆
様
が
実
感
で
き
る
宮
城

県
と
な
る
よ
う
、
県
政
運
営

の
先
頭
に
立
っ
て
、
知
恵
を

絞
り
、
前
向
き
に
、
そ
し
て

明
る
く
、
皆
様
方
の
豊
か
な

経
験
に
よ
る
お
力
も
お
借
り

し
な
が
ら
、
共
に
進
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
１
月
22
日
】

「
第
２
回
女
性
委
員
会
」（
ホ
テ

ル
白
萩
）

③
高
齢
者
相
互
支
援
啓
発
事
業

【
１
月
29
日
】

「
第
４
回
モ
デ
ル
指
定
老
連
関

係
者
連
絡
会
議
」（
パ
レ
ス
宮

城
野
）

④
理
事
会
・
評
議
員
会

【
３
月
12
日
】

「
第
３
回
理
事
会
」（
ホ
テ
ル
白
萩
）

【
３
月
20
日
】

「
第
２
回
評
議
員
会
」（
ホ
テ
ル

白
萩
）

⑤
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担

当
者
合
同
会
議

【
３
月
27
日
】

「
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担
当

者
合
同
会
議
」（
ホ
テ
ル
白
萩
）

２　

全
国
の
行
事
予
定

【
３
月
２
日
～
４
日
】

第
12
期
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ

ナ
ー
（
神
奈
川
県
）
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復
旧
・
復
興
と
と
も
に
「
創
造
的
な
復
興
」
を

着
実
に
進
め
る
年
に

宮
城
県
知
事　

村
井　

嘉
浩



　

７
月
25
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
各
市
町
村
老
連
か

ら
若
手
リ
ー
ダ
ー
61
名
が
出

席
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

武
山
萬
会
長
の
挨
拶
の

後
、（
公
財
）
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事
の
齊

藤
秀
樹
氏
か
ら
、「
１
０
０
万

人
会
員
増
強
運
動
と
若
手

リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、『
全

国
に
お
け
る
独
自
の
加
入
促

進
策
』
で
は
「
プ
ラ
ス
●
人

作
戦
、
愛
称
募
集
、
奨
励
金

制
度
」
等
に
つ
い
て
、
ま
た

『
若
手
リ
ー
ダ
ー
（
会
員
）

へ
の
期
待
』
で
は
「
若
手
委

員
会
等
の
設
置
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
へ
の
貢
献
、
若

手
高
齢
者
の
活
動
ニ
ー
ズ
の

開
拓
（
若
手
会
員
に
魅
力
あ

る
活
動
を
）」
等
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。「
若
手
委

員
会
は
ベ
テ
ラ
ン
の
た
め
の

も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
」。
そ
し
て
、「
会
員
の
皆

様
は
、
人
生
に
お
い
て
非
常

に
価
値
の
あ
る
も
の
を
知
っ

て
い
る
こ
と
」
等
々
に
つ
い

て
熱
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
出
席
者
が

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
①
「
会
員
１
万
人
増
強

運
動
の
推
進
方
法
に
つ
い

て
」及
び
②「
若
手
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
方
法
に
つ
い
て
」
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

《
県
内
の
で
き
ご
と
》

ト
調
査
結
果
で
は
、「
会
員

増
強
に
必
要
な
こ
と
」
と
し

て
、①
楽
し
い
活
動
、②
リ
ー

ダ
ー
の
意
欲
、
③
活
動
の
場

づ
く
り
、
④
活
動
の
魅
力
、

⑤
若
手
・
女
性
の
活
用
、
⑥

戸
別
訪
問
・
口
コ
ミ
・
お
誘

い
等
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

８
月
28
日
（
木
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
女
性
リ
ー
ダ
ー

等
、
約
２
４
０
名
が
参
加
し

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
行
事
と
し
て
「
老
人

ク
ラ
ブ
の
歌
」
や
「
わ
た
し

た
ち
の
誓
い
」
を
参
加
者
全

員
で
歌
い
、
誓
っ
た
後
、
武

山
萬
会
長
か
ら
の
挨
拶
と
坂

本
せ
ん
女
性
委
員
会
委
員
長

か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
委

員
会
の
動
向
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
基
調
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
横
橋
文
代
大
衡
村

老
連
女
性
部
長
か
ら
「
大
衡

村
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
に
お

け
る
活
動
」
と
題
し
て
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
会
に
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
涌
谷
町
老
連

（
舞
踊
「
涌
谷
音
頭
」
他
）、

加
美
町
老
連
（
舞
踊
「
長

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
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業
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度

研
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会
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ナ
ー
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プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
伺

い
し
、
午
後
か
ら
は
仙
台
大

学
学
生
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
た
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
、
４
班
に
分
か
れ
て
五

つ
の
体
力
測
定
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
体
力
測
定
か

ら
、
本
県
高
齢
者
の
バ
ラ
ン

ス
能
力
（
開
眼
片
足
立
ち
）

　

本
年
で
12
年
目
と
な
っ
た

健
康
づ
く
り
研
修
会
が
県
内

７
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
会
場
に
お
い
て
、
仙
台

大
学
教
授
の
鈴
木
省
三
先

生
、
准
教
授
の
武
村
英
和
先

生
、
内
丸
仁
先
生
か
ら
午
前

は
健
康
講
座
「
転
ば
ぬ
先
の

転
倒
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

受
講
し
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
山
萬
会
長
挨
拶
の
後
、

８
月
の
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
で
も
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
（
公
社
）
全
国
消

費
生
活
相
談
員
協
会
理
事
・

東
北
支
部
長
の
佐
々
木
真
知

子
氏
か
ら
「
契
約
・
解
約
の

基
礎
知
識
」
と
題
し
講
話
が

あ
り
、「
全
国
的
に
消
費
者

被
害
額
が
激
増
し
て
い
る
こ

と
」
や
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
（
契
約
解
除
）
の
方
法
に

つ
い
て
」
の
お
話
が
あ
り
、

電
話
勧
誘
等
で
断
る
場
合

は
、「
結
構
で
す
」、「
良
（
い
）

い
で
す
」
で
は
な
く
、
は
っ

　

12
月
11
日
（
木
）
仙
台
市

青
葉
区
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
を

会
場
に
モ
デ
ル
老
連
の
シ
ル

バ
ー
リ
ー
ダ
ー
や
市
町
村
老

連
の
友
愛
活
動
担
当
役
員

等
、
約
１
２
０
名
が
参
加
し

生
き
音
頭
」）、
蔵
王
町
老

連
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
月
の
夜

は
」
他
）、大
崎
市
老
連
（
歌

「
若
返
り
の
歌
」
他
）、
利
府

町
老
連
（
舞
踊
「
秋
田
お
ば

こ
」）
の
演
芸
発
表
が
あ
り

常
日
頃
の
練
習
の
成
果
に
対

し
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、（
公
社
）
全

国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
理

事
・
東
北
支
部
長
の
佐
々
木

真
知
子
氏
か
ら
「
消
費
生
活

ト
ラ
ブ
ル
と
地
域
の
見
守

り
・
成
年
後
見
制
度
の
活

用
」
と
題
し
講
話
が
あ
り
、

息
子
や
孫
を
装
っ
て
の
「
振

り
込
め
詐
欺
」
や
実
体
の
な

い
未
公
開
株
や
社
債
の
購
入

を
持
ち
掛
け
る
「
架
空
請
求

詐
欺
」
等
の
防
止
に
は
、「
普

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 段

か
ら
の
隣
近
所
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
声
掛

け
」
や
「
気
づ
い
た
ら
各
地

域
の
警
察
署
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
の
通
報
・
相
談
」

が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

き
り
と
「
お
断
り
し
ま
す
」

と
言
う
よ
う
に
と
の
助
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
活
動
発
表
と
し
て

「
第
11
期
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
状
況
報
告
」
に
お
い
て
、

モ
デ
ル
指
定
６
老
連
か
ら
活

動
の
事
例
や
事
業
推
進
上
の

課
題
等
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
友
愛
活
動
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
」
の
合
言
葉
の
も

と
、
同
世
代
の
仲
間
の
心
と

心
を
つ
な
い
で
、
笑
顔
の
あ

る
暮
ら
し
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

平
成
26
年
度
「
健
康
づ
く
り
研
修
会
」
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が
全
国
に
比
べ
て
非
常
に
低

い
と
の
結
果
を
受
け
、
昨
年

度
の
「
足
指
筋
力
」
に
続
き
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
移
動
能

力
を
知
る
た
め
の
「
タ
イ
ム

ア
ッ
プ
ゴ
ー
」（
椅
子
か
ら

立
ち
上
が
り
３
ｍ
先
の
目
印

を
折
り
返
し
、
再
び
椅
子
に

座
る
ま
で
の
時
間
を
計
測
す

る
も
の
）
を
加
え
ま
し
た
。

　

長
生
き
を
し
て
元
気
で
活

力
の
あ
る
生
活
を
続
け
る
た

め
、
姿
勢
と
柔
軟
性
、
筋
力
、

足
指
の
機
能
を
改
善
し
、
転

倒
・
骨
折
・
寝
た
き
り
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
！

れ
、
午
前
の
う
ち
は
空
模
様

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
好
天
と
な
り
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
３
競
技
を
通
じ
、

高
齢
者
の
健
康
保
持
・
増
進

と
参
加
者
相
互
の
親
睦
を
図

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
（
木
）
栗
原
市

の
「
栗
駒
総
合
運
動
公
園
」

を
会
場
に
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
県
内
34
の
市
町
村

老
連
か
ら
選
手
・
関
係
者
約

７
５
０
名
が
参
加
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
入
り
口
に
は
県
老
連

の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
掲
げ
ら

第
19
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
競
技
結
果
】

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

・
男
子
の
部

　
　

優　

勝　

佐
藤
秋
男
（
大
河
原
町
老
連
）、　
　

準
優
勝　

鈴
木
正
一
（
川
崎
町
老
連
）、

　
　

第
３
位　

伊
賀
田
幸
二
郎
（
名
取
市
老
連
）、　

第
４
位　

杉
野　

寿
（
利
府
町
老
連
）、

　
　

第
５
位　

佐
藤
正
信
（
登
米
市
老
連
）

・
女
子
の
部

　
　

優　

勝　

後
藤
ト
シ
ヱ
（
登
米
市
老
連
）、　
　

準
優
勝　

斎　

愛
子
（
岩
沼
市
老
連
）、

　
　

第
３
位　

戸
羽
み
つ
子
（
塩
釜
市
老
連
）、　
　

第
４
位　

木
村
信
子
（
石
巻
市
老
連
）、

　
　

第
５
位　

阿
部
ま
つ
子
（
塩
釜
市
老
連
）

●
ペ
タ
ン
ク
の
部

　
　

優　

勝　

富
谷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、　

準
優
勝　

塩
釜
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

　
　

第
３
位　

栗
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
Ａ
チ
ー
ム

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　

優　

勝　

本
吉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、　

準
優
勝　

多
賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

　
　

第
３
位　

柴
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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開催地区

大崎地区
仙台地区
登米地区
仙南地区
石巻地区
気仙沼・本吉地区
栗原地区

開催月日

平成 26 年 9 月  3 日（水）
平成 26 年 9 月  4 日（木）
平成 26 年 9 月  5 日（金）
平成 26 年 9 月 10 日（水）
平成 26 年 9 月 11 日（木）
平成 26 年 9 月 12 日（金）
平成 26 年 9 月 17 日（水）

開催会場

加美町陶芸の里スポーツ公園総合体育館
七ヶ浜町健康スポーツセンターアクアリーナ
津山町公民館
仙台大学講義室・体育館
東松島市民体育館
南三陸町スポーツ交流村ベイサイドアリーナ
高清水体育センター

参加者数

72 名
82 名
85 名

101 名
99 名

101 名
105 名



茂
庭
元
昭
氏
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
永

年
に
亘
り
福
祉
事
業
や
社
会

に
貢
献
さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
老
人

福
祉
事
業
功
労
者
31
名
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
28
団
体
、
社

会
貢
献
活
動
ク
ラ
ブ
11
団
体

が
県
老
連
武
山
萬
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受

け
た
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

表
彰
１
名
、
優
良
郡
市
区
町

村
老
連
表
彰
１
団
体
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
（
木
）
大
崎
市

の
「
大
崎
市
民
会
館
」
を
会
場

に
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
県
内

各
市
町
村
か
ら
会
員
、
関
係
者

約
８
０
０
名
の
出
席
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
大

崎
市
岩
出
山
地
区
老
連
あ
ざ

み
の
会
に
よ
る
「
創
作
太

鼓
」
と
大
崎
市
老
連
女
性
部

に
よ
る
「
踊
り
」
が
披
露
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、「
鎌
田
三

之
助
翁
（
わ
ら
じ
村
長
）
が

残
し
た
も
の
」
と
題
し
て
、

鹿
島
台
歴
史
研
究
会
会
長
の

第
35
回
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会 

大
崎
大
会

《
全
国
の
で
き
ご
と
》

所
”
づ
く
り
」
に
お
い
て
、

女
川
町
老
連
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ

ブ
の
佐
藤
良
一
事
務
局
次
長

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
「
い
き

い
き
し
た
ク
ラ
ブ
活
動　

～

震
災
仮
設
住
宅
に
設
立
し
た

ク
ラ
ブ
～
」
と
題
し
、『
こ

れ
ま
で
付
き
合
い
の
な
か
っ

た
人
の
集
ま
り
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
閉
じ
こ
も
り
を
な
く

し
、
助
け
合
い
、
健
康
で
毎

日
を
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
を

目
的
に
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
ま

し
た
。「
思
い
出
話
と
自
慢

　

11
月
13
日
（
木
）
か
ら
14

日
（
金
）
に
大
分
県
別
府
市

「
別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ

た
大
会
に
は
、
初
日
に
開
催

さ
れ
た
活
動
交
流
部
会
の
第

２
部
会
「
高
齢
者
の
“
居
場

第
43
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

話
を
聞
く
会
」
を
は
じ
め
、

年
間
行
事
を
組
ん
で
、
い
き

い
き
し
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。』
と
報
告
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
日
目
の
式
典
に

お
い
て
は
、「
育
成
功
労
表

彰
」
と
し
て
前
・
村
田
町
老

連
副
会
長
の
大
槻
重
蔵
氏

が
、「
優
良
郡
市
区
町
村
老

連
表
彰
」
と
し
て
南
三
陸
町

老
連
が
全
老
連
会
長
表
彰
を

受
章
し
ま
し
た
。
本
県
老
連

か
ら
は
総
勢
16
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
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「会員１万人増強運動」市町村老連別数値目標（H26～H30）

◎【数値目標達成のために】各老連において、「独自のプラン」を作りましょう。
1. 運動目標を設定する。
2. 独自の運動内容を作成する。

「3 つの共通実施運動」①勧誘から始めよう！ ②クラブをＰＲしよう！ ③クラブをつくろう！

※本資料は、宮城県保健福祉部長寿社会政策課が平成 25 年３月 31 日現在で集計した統計を基に
　作成したもの。
※県資料を基としたため、本吉町老連は気仙沼市老連に含んでいる。

（公財）宮城県老連

石 巻 市
塩 釜 市
気仙沼市
白 石 市
名 取 市
角 田 市
多賀城市
岩 沼 市
登 米 市
栗 原 市
東松島市
大 崎 市
小 計
蔵 王 町
七ヶ宿町
大河原町
村 田 町
柴 田 町
川 崎 町
丸 森 町
小 計
亘 理 町
山 元 町
松 島 町
七ヶ浜町
利 府 町
大 和 町
大 郷 町
富 谷 町
大 衡 村
小 計
色 麻 町
加 美 町
涌 谷 町
美 里 町
女 川 町
南三陸町
小 計
合 計

区分

老連名
97 
35 
54 
33 
42 
62 
24 
32 

162 
164 
29 

124 
858 
17 
7 

20 
16 
23 
19 
20 

122 
29 
5 

12 
12 
19 
50 
25 
13 
13 

178 
16 
50 
36 
18 
6 
0 

126 
1,284 

H25.4
現在の
ｸﾗﾌﾞ数

3,696 
1,217 
2,041 
1,514 
1,687 
2,106 
1,084 
1,211 
7,194 
5,516 
1,038 
5,019 

33,323 
919 
135 
751 
503 
834 
533 
784 

4,459 
1,408 

211 
830 
677 
984 

2,307 
602 
860 
468 

8,347 
425 

2,378 
1,296 

915 
202 

0 
5,216 

51,345 

111
37
61
45
51
63
33
36

216
165
31

151
1,000

28
4

23
15
25
16
24

134
42
6

25
20
30
69
18
26
14

250
13
71
39
27
6
0

156 
1,540 

554
183
306
227
253
316
163
182

1,079
827
156
753

4,998
138
20

113
75

125
80

118
669
211
32

125
102
148
346
90

129
70

1,252
64

357
194
137
30
0

782 
7,702 

194
70

108
66
84

124
48
64

324
328
58

248
1,716

34
14
40
32
46
38
40

244
58
10
24
24
38

100
50
26
26

356
32

100
72
36
12
0

252
2,568

970
350
540
330
420
620
240
320

1,620
1,640

290
1,240
8,580

170
70

200
160
230
190
200

1,220
290
50

120
120
190
500
250
130
130

1,780
160
500
360
180
60
0

1,260
12,840

120
120
120
120
120
120
120
120
120
120
120
120

1,440
120
120
120
120
120
120
120
840
120
120
120
120
120
120
120
120
120

1,080
120
120
120
120
120
120
720

4,080 

600
600
600
600
600
600
600
600
600
600
600
600

7,200
600
600
600
600
600
600
600

4,200
600
600
600
600
600
600
600
600
600

5,400
600
600
600
600
600
600

3,600
20,400 

720
237
398
295
329
410
211
236

1,401
1,074

202
978

6,490
179
26

146
98

162
104
153
868
274
41

162
132
192
449
117
167
91

1,626
83

463
252
178
39
0

1,016
10,000

H25.4
現在の
会員数
（人）

年 間
３％増 ２人増 1クラブ40人

目標設定１ 目標設定２
年間１クラブ 年間３クラブ新設

目標設定３
５か年

計 ５か年計 ５か年計

１万人増員
目標（人）



　
　
　
　
　

小
松
英
雄
さ
ん
（
石
巻
市
雄
勝
支
部
老
連
）

　

交
流(

ふ
れ
あ
い)

は　

人
と
人
と
の
和
と
絆

　
　
　
　
　

佐
藤
富
治
さ
ん
（
大
崎
市
岩
出
山
地
区
老
連
）

　

子
は
宝　

日
本
の
宝
減
る
ば
か
り

　
　
　
　
　

本
宮　

茂
さ
ん
（
大
和
町
老
連
）

　

天
平
に
拓
け
し
郷
の
ま
ほ
ろ
ば
に

　
「
金

く
が
ね

花は
な

佐さ

く久
」
家
持
の
歌
碑

・
11
月
30
日
退
職

嘱
託　
　

千
枝　

倫
子

・
12
月
１
日
採
用

嘱
託　

遠
藤　

和
賀
子

記
事
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０
─
０
０
１
１

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目

２
番
３
号

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

あ
て

電　

話

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
６
１

事
務
局
職
員
の
異
動
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Miyagi 県老連　第 100 号

勧誘から始めよう！
会員一人ひとりが勧誘の担い手です

・未加入高齢者へのアンケートでは、クラブに「誘われたことがない」　という回答が多い。
・高年は高年、女性は女性、若手は若手を誘おう！

クラブをＰＲしよう！
あなたのクラブは地域に知られていますか？

・地域にクラブをＰＲする
　　自治会や行政等と連携
　　「介護予防活動」「いきいきサロン」など、地域高齢者と出会う場で、　クラブのＰＲを
・口コミ、ポスター、チラシ、会報、ホームページなど、工夫して地域にＰＲ

クラブをつくろう！
すべての地域にクラブを設置しよう

・未設置地域にクラブをつくろう！
・解散クラブの地域に、クラブを再生しよう！

ポイントは自治会との連携
・高齢者の増加に応じて、一地域に複数クラブの設置も

投
稿
の

ひ
ろ
ば

会員章を胸に活動の輪を広げて
　老人クラブ会員章は、会員一人ひとりの
意欲とクラブの誇りを示すシンボルです。
そして仲間、連帯のしるしです。
　あなたも会員章を胸に、地域の担い手として
いきいきと輝きながら、クラブ活動を広げていきましょう。
●末広鶴と日の丸
　鶴（高齢者）が両翼を扇（末広）状に広げて、日章（日本）を担って
いる図。すなわち高齢者の歩みは、わが国を守り、家庭生活を支えてき
たものであることを表す。なお、両翼の張り出しは、高齢者の衰えぬ活
動意欲を象徴する。
●色彩
　内側の円（日章）が赤。外側の鶴が白。外周線を金色とする。
【頒布代】1,000円／１口（ほかに送料120円が必要です）。
■お問い合わせ先：公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会事務局

みなさまのご投稿を
お待ちしております！

運動1

運動2

運動3



〒980‐0801 仙台市青葉区木町通二丁目６－53 あきはビル４F あきはビル管理事務所
電話 022（205）2551（担当／加藤）テナン

ト

募集中
！

●地下鉄北四番丁駅 徒歩３分
●県庁・市役所 徒歩圏内

お電話ください。
詳細な案内書を郵送申し上げます。

資料請求先
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100号
発

行
／

公
益

財
団

法
人

　
宮

城
県

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

　
〒

980-0011 仙
台

市
青

葉
区

上
杉

１
－

2－
3　

TE
L 022－

223－
1156  FA

X
 022－

223－
1161

MIYAGI県
老
連
だ
よ
り
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